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Abstract 
The present study explored the relationships between experiences of menopausal symptoms and troubles in daily life. Middle-aged women
（N＝456, 45-55 years old）were asked about their demographic variables, menstrual status, menopausal symptoms, and troubles in daily 
life. Based on their reported menstrual status, participants were divided into three groups (pre-menopause, peri-menopause, and post-
menopause). The main results were as follows. On the whole, middle-aged women experience stiff in their shoulders, backache, and ache 
in limbs at high rate. Women in peri-menopausal and post-menopausal had severe menopausal symptoms than pre-menopausal women. 
On the other hand, there were no significant difference of menopausal symptoms between working-women and households. Severe 
menopausal symptoms were related to more troubles in daily life. These results indicate that discussions about effective interventions for 
women in climacterium are needed. 
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2018 年 8 月に学術調査を専門部署として置くリサーチ会社「楽天インサイト」を通じ，成人女性を







69 歳の女性 1000 名から回答を得た。 
 
２.３ 調査内容 
月経状況：更年期の身体変化を段階としてとらえるため，先行研究（Kaufert, Gilbert, & Tate，1987；
柴田，2001；田仲・上長・齊藤，2011）を参考に項目を作成した。具体的には，「（ここ約 1 年間をふ
りかえると）20 代や 30 代の頃と比較して，月経の量や周期に変化を感じるか」について尋ね，現在
からさかのぼった最終月経の具体的な年月についても入力してもらった。 
更年期にともなう自覚症状：小山（1998）による簡略更年期指数（SMI；Simplified Menopausal Index）
10 項目を用いた。血管運動神経症状，精神症状，苦痛症状の 3 つの症状群からなる。「あなたは最近
（ここ 1 年くらいの間に）次のような症状をどの程度感じることがありましたか」と教示し，「よくあ
る（4 点）」から「まったくない（1 点）」まで 4 段階での回答を求めた。各項目および症状群の得点範
囲は 1-4 点であり，合計得点のみ項目ごとに重みづけられた配点に変換して 10 項目全体の得点を算出
した。合計得点の範囲は 0-100 点満点であり，合計得点の評価法は，小山（1998）によると，0～25 点：
異常無し，26～50 点：食事，運動に注意，51 点～65 点：更年期・閉経外来を受診，66～80 点：長期
の計画的な治療，81～100 点：各科の精密検査，長期の計画的な対応，が目安とされる。 













調査協力を得た 40 歳から 69 歳の女性 1000 名より，まず更年期世代にあたる 45 歳から 54 歳の女
性を抽出した。さらに，本研究では更年期の治療を受けていない女性の状況をとらえるため，更年期
障害の治療中の者は分析から除くとともに，月経に関する情報をもとに閉経前後の者を抽出した。こ
れらを経て，最終的に閉経前から閉経後 2 年以内の女性 456 名（平均年齢 48.80 歳，SD＝2.84）を分
析対象とした。対象者の身体状況および属性は以下の通りである。 
更年期の身体状況：月経に関する質問項目をもとに，閉経段階の分類を行った。内訳については，
閉経前（pre 群）62 名（13.6％），閉経中（peri 群）327 名（71.7％），閉経後 2 年以内（post 群）67 名
（14.7％）であった。 
子どもの有無：実子あり 223 名，実子なし 233 名であった。 
最終学歴：中学 6 名，高校 127 名，高等専修学校 10 名，専門学校 64 名，短期大学 117 名，四年制
大学 120 名，大学院 10 名，その他 2 名であった。 
現在の主な仕事：経営者・役員 3 名，正社員・公務員 104 名，パート・アルバイト・臨時職員 116
名，派遣・契約社員 51 名，自営業・自由業 36 名，専業主婦 117 名，その他 29 名であった。なお，分
析においては，専業主婦 117 名とそれ以外の女性（就労あり）339 名の比較を行った。 
婚姻状況：未婚 131 名（28.7％），既婚 272 名（59.6％），離別 50 名（11.0％），死別 3 名（0.7％）で
あった。 
社会活動（家事や主な収入を得る仕事以外の活動）の実施状況：全くしていない 263 名（57.7％），




（Table1 から Table11）。 
３.２.１ 更年期症状の実態 
まず更年期にともなう自覚症状 10 項目の回答について述べる（Table1-3）。45-54 歳女性全体（456
名）の合計得点の平均値は 44.13 点（SD＝22.96）であり，小山（1998）の評価基準によると，「26～50
点：食事，運動に注意」の範囲内であった（Table1）。得点分布から対象者の分類を行うと，「0～25 点：

































































































どない」と回答した者が約 6 割であり，およそ 1 割の女性が「よくある」と回答していた。 
月経状況による症状の違いを検討するため，月経状況（閉経前：pre 群，閉経中：peri 群，閉経後 2














M SD M SD M SD F値 多重比較
顔がほてる 1.31 (0.62) 1.81 (0.92) 2.00 (1.04) 10.55 *** pre＜peri,post
汗をかきやすい 1.97 (1.07) 2.57 (1.06) 2.84 (1.05) 11.63 *** pre＜peri,post
息切れ、動悸がする 1.61 (0.80) 2.03 (0.95) 1.97 (0.94) 5.21 ** pre＜peri
寝つきが悪い、または眠りが浅い 2.08 (1.06) 2.46 (1.13) 2.63 (1.20) 4.11 * pre＜peri,post
怒りやすく、すぐイライラする 2.31 (1.05) 2.46 (1.03) 2.45 (1.05) 0.61 n.s.
くよくよしたり、憂うつになることがある 1.97 (1.04) 2.27 (1.03) 2.39 (1.09) 2.89 n.s.
頭痛、めまい、吐き気がよくある 1.95 (0.98) 2.17 (1.02) 2.13 (1.01) 1.21 n.s.
疲れやすい 2.58 (1.00) 2.91 (1.00) 2.79 (0.99) 2.94 n.s.
肩こり、腰痛、手足の痛みがある 2.58 (1.11) 2.87 (1.02) 3.00 (1.04) 2.84 n.s.
腰や手足が冷えやすい 2.10 (1.08) 2.36 (1.07) 2.25 (1.12) 1.62 n.s.
症状の合計得点（100点満点） 33.89 (19.35) 45.47 (23.06) 47.04 (23.37) 7.48 *** pre＜peri,post







３.２.２  更年期症状による日常生活の支障 
 更年期症状 10 項目のすべてに「まったくない」と回答した者は 456 名中 35 名（7.7％）であった。
この 35 名を除く 421 名を対象に，症状が現れることによって日常生活にどの程度支障が出ているか
尋ねたところ，以下の回答が得られた（Table4-9）。まず，活動の支障 3 項目（「仕事や活動の能率に支
障がでた」「家事に支障がでた」「外出に支障がでた」）については，「まったくない」という回答が約





であり，他の 2 項目（友人・知人，職場や活動先での人間関係）よりやや多いことが示された。 
M SD M SD t値 t検定
顔がほてる 1.76 (0.93) 1.79 (0.93) -0.34 n.s.
汗をかきやすい 2.52 (1.08) 2.54 (1.12) -0.17 n.s.
息切れ、動悸がする 1.95 (0.95) 2.00 (0.89) -0.50 n.s.
寝つきが悪い、または眠りが浅い 2.42 (1.13) 2.46 (1.15) -0.30 n.s.
怒りやすく、すぐイライラする 2.45 (1.02) 2.43 (1.07) 0.16 n.s.
くよくよしたり、憂うつになることがある 2.23 (1.04) 2.27 (1.08) -0.36 n.s.
頭痛、めまい、吐き気がよくある 2.16 (1.04) 2.06 (0.95) 0.94 n.s.
疲れやすい 2.87 (1.00) 2.79 (1.00) 0.75 n.s.
肩こり、腰痛、手足の痛みがある 2.91 (1.03) 2.66 (1.05) 2.28 * 就労あり＞専業主婦
腰や手足が冷えやすい 2.31 (1.09) 2.29 (1.07) 0.19 n.s.
























なかった 少しあった あった 強くあった 合計
割合（％） 54.9 32.1 10.9 2.1 100.0
人数 (231) (135) (46) (9) (421)
なかった 少しあった あった 強くあった 合計
割合（％） 50.8 33.7 12.4 3.1 100.0
人数 (214) (142) (52) (13) (421)
なかった 少しあった あった 強くあった 合計
割合（％） 52.3 34.0 9.7 4.0 100.0
人数 (220) (143) (41) (17) (421)
なかった 少しあった あった 強くあった 合計
割合（％） 71.7 20.9 5.7 1.7 100.0
人数 (302) (88) (24) (7) (421)
なかった 少しあった あった 強くあった 合計
割合（％） 83.4 11.9 3.6 1.2 100.0
人数 (351) (50) (15) (5) (421)
なかった 少しあった あった 強くあった 合計
割合（％） 82.7 12.8 3.8 0.7 100.0



































とが示された。経年変化に目を向けると，Lock（1993 江口・山村・北中訳 2005）が，1984 年に日
本の 45 歳から 55 歳の女性 1316 名を対象に行った調査では，高い頻度で報告された症状は肩こり
（51.7％），頭痛（27.7％），腰痛（22.4％），便秘（21.1％），冷え性（16.3％）であり，ほてり（ホット
フラッシュ）や急な発汗を体験した女性の割合はそれぞれ 9.5％，3.8％であるという結果が示されて




























三好・永浦・岩井（2013）の 40-59 歳の一般女性を対象とした調査で SMI の合計得点が 50 点以上の
女性が 18.6％であったことをふまえると，本研究では分析対象を 45-54 歳と絞ったことで，閉経中の
女性が占める割合が高く，症状の合計得点が高い者の割合も高くなった可能性が考えらえる。 









経周辺の 4 年間で抑うつを経験する女性の割合が 35％であること（Hay, Bancroft, & Johnstone, 1994），
閉経を迎えつつある女性は抑うつや不安を経験しやすい（Sagsoz, Oguzturk, Bayram, & Kamaci, 2001）
ことなど，閉経周辺期に精神的健康が悪化しやすくなることが指摘されてきた。一方で，Dennerstein, 
Lehert, Burger, & Dudley（1999）のオーストラリアの 45 歳から 55 歳の一般女性を対象とした 6 年間の
縦断調査では，negative mood は閉経の移行に伴って低下するという結果が得られている。また，Seattle 
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